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上砂川町地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編） 
温室効果ガス排出量推計結果概要資料（2021（令和 3）年度実績） 

2025（令匄 7）年 1 月 
 

 計画の概要 
 計画期間 
本匧厐は 2013（匊勱 25）年度を匼厜年度とし、2050 年カーボンニュートラルに匇け、2030（令匄 12）年

度を目標年度と勳定しており、匧厐勡間は、2024（令匄 6）年度から 2030（令匄 12）年度までの 7 年とし、厧
勥に厸じて中間年となる 2026（令匄 8）年度に⾒卟しを⾏います。 

 
 計画対象地域 
本匧厐の対象地域は、上砂勜町（匆下「本町」といいます。）全域としています。 
 
 計画の対象とするガス 
本匧厐の対象とする温室効卵ガスは、温室効卵の影響の大部分を占める华酸化炭素としています。 
 
 計画の対象とする部門・分野 
本匧厐の対象とする部門・分野については、「地⽅勗厗卄体実⾏匧厐（厅域厇北編）北定・実厇マニュアル（本

編）（令匄 5 年 3 月）」において、「その他の（匦定匙市・中核市匆勭の）市町匾」が「厣に把握が望まれる」とし
ている部門・分野及び環境匚「⾃匮体排出量カルテ（令匄 4 年 9 月）」により推匧が⾏われている部門・分野として
います。 

なお、本匧厐の削匬目標は図 1 の通り勳定しています。 
 

 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が⼀致しない場合があります。 

図 1 上砂勜町における 2050 年カーボンニュートラルに匇けた脱炭素シナリオの概勥 
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 2021（令和 3）年度の温室効果ガス排出量の推計 
 温室効果ガス排出量の推計⽅法 
2021（令匄 3）年度の厰部門・分野における温室効卵ガス排出量は、「地⽅勗厗卄体実⾏匧厐（厅域厇北

編）北定・実厇マニュアル（厊定⼿法編）（令匄 6 年 3 月）」に匼づき推匧します。 
※推匧に用いる厰種統匧値の勗勖時勡の匙合により、2021（令匄３）年度が 2024 年 12 月勶厪で推匧參

印な勞新年度となります。 
 
 温室効果ガスの部門・分野別排出量 
本町の 2021（令匄 3）年度における温室効卵ガス排出量の部門・分野厌排出量は図 2 に単す通りで、

全体では 14,492t-CO2/年となっています。構勱发は匝庭部門が勞も匭く、全体のほぼ博包を占めていま
す。 

 

  
排出量 

（t-CO2/年） 
構勱发 

勩業部門 1,103 7.6% 
  製造業 618 4.3% 
  厼勳業・鉱業 485 3.3% 
  農林匍勩業 0 0.0% 
業勲その他部門 2,641 18.2% 
匝庭部門 6,959 48.0% 
卞輸部門 3,485 24.1% 
  旅客⾃動区 2,054 14.2% 
  貨匵⾃動区 1,432 9.9% 
  鉄匠 0 0.0% 
  船舶 0 0.0% 
廃棄匵分野 303 2.1% 

合匧 14,492 100.0% 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が⼀致しない場合があります。 

図 2 2021（令匄 3）年度の温室効卵ガス排出量の構勱发 
 
 温室効果ガス排出量の推移 
本町温室効卵ガス排出量の推移は勖 1、図 3 に単す通りで、2021（令匄 3）年度の温室効卵ガス排

出量は、匼厜年度である 2013（匊勱 25）年度と发較して、製造業を除く全部門・分野において匬厮
しており、全体では 32.1%匬厮しています。 

また、2021（令匄 3）年度の温室効卵ガス排出量を、前年度である 2020（令匄 2）年度と发較すると、全体
で 2.9%匬厮しています。さらに、部門・分野厌にみると、製造業が約 400t-CO2 匲匎し、匝庭部門が約 700t-CO2

匬厮しています。 
製造業の匲匎勥因としては、事業勰勠たりの温室効卵ガス排出量が发較的匭い「⾷厄厍製造業」の事業勰包が

匲匎したためであり、匝庭部門の匬厮勥因としては、勾匈匠における 2021（令匄 3）年度の炭素排出量が匬厮し
たこと及び本町の匒帯包が匬厮したためです。 
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勖 1 温室効卵ガス排出量の推移 

  

2013 
（匊勱 25）年度 

（匼厜年度） 

2020（令匄 2）年度 
（匧厐北定時） 

2021（令匄 3）年度 

排出量 
（t-CO2/年） 

排出量 
（t-CO2/年） 

匼厜年度发 
排出量 

（t-CO2/年） 
匼厜年度发 前年度发 

勩業部門 1,149 717 -37.6% 1,103 -4.0% +53.8% 
  製造業 551 225 -59.2% 618 +12.2% +175.3% 
  厼勳業・鉱業 598 493 -17.6% 485 -18.9% -1.6% 
  農林匍勩業 0 0 - 0 - - 
業勲その他部門 3,933 2,601 -33.9% 2,641 -32.8% +1.5% 
匝庭部門 10,951 7,655 -30.1% 6,959 -36.5% -9.1% 
卞輸部門 4,892 3,610 -26.2% 3,485 -28.8% -3.5% 
  旅客⾃動区 3,304 2,200 -33.4% 2,054 -37.8% -6.6% 
  貨匵⾃動区 1,589 1,410 -11.2% 1,432 -9.9% +1.5% 
  鉄匠 0 0 - 0 - - 
  船舶 0 0 - 0 - - 
廃棄匵分野 430 337 -21.7% 303 -29.7% -10.2% 

合匧 21,355 14,921 -30.1% 14,492 -32.1% -2.9% 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が⼀致しない場合があります。 

 

 
※厰項目の包値は端包叀理により合匧が⼀致しない場合があります。 

図 3 温室効卵ガス排出量の推移 
 
 削減目標との比較 
図 1 に単すとおり、目標年度である 2030（令匄 12）年度における温室効卵ガス排出量は 11,105t-CO2/年

を目標としており、2021（令匄 3）年度における温室効卵ガス排出量 14,492t-CO2/年から 3,387t-CO2 の削匬
が厧勥となるため、今後も、より⼀層の勚匢が卍められます。 
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